
トラックアートの代名詞
「ギンギラギン」を生み出した、個性たっぷり

の電飾パーツたち

小型車乗りこそパーツに拘る
当時物の貴重品に刮目されたし

電飾系パーツ

フェンダーランプフェンダーランプ
メーカー不明。先端にオメーカー不明。先端にオ
レンジのマーカーを装レンジのマーカーを装
着した流線型デザイン着した流線型デザイン
のフェンダーランプ。鉄のフェンダーランプ。鉄
製のメッキ仕上げだ。製のメッキ仕上げだ。

昭和のアートシーンをいまに伝える
レトロファン垂涎の超レアアイテム

　

デ
コ
ト
ラ
界
で
当
時
物
と
呼
ば
れ
る

ア
イ
テ
ム
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
映

画
『
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
』
の
大
ヒ
ッ
ト
を
経

て
’80
年
代
の
第
二
次
デ
コ
ト
ラ
ブ
ー
ム

に
か
け
て
ま
で
製
造
・
販
売
さ
れ
人
気

を
集
め
て
い
た
パ
ー
ツ
や
グ
ッ
ズ
た
ち

を
さ
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
第
1

編
と
し
て
、
マ
ー
カ
ー
や
ラ
ン
プ
な
ど

の
灯
火
類
、
い
わ
ゆ
る
電
飾
パ
ー
ツ
を

ご
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

　

１
９
６
０
年
代
、
ト
ラ
ッ
ク
で
全
国

を
駆
け
回
り
日
本
の
流
通
シ
ー
ン
を
担

っ
て
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、
深
夜

に
走
行
す
る
愛
機
の
存
在
を
周
囲
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
純
正
品
の
マ
ー

カ
ー
ラ
ン
プ
を
買
い
足
し
て
装
着
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
デ
コ
ト
ラ
の
、

ト
ラ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
始
ま
り
だ
と
い
わ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
ら
マ
ー

カ
ー
類
は
、
ア
ー
ト
パ
ー
ツ
の
始
祖
的

ア
イ
テ
ム
と
も
い
え
る
の
だ
。

　

そ
の
後
こ
れ
ら
ア
ー
ト
パ
ー
ツ
を
開

発
・
リ
リ
ー
ス
す
る
メ
ー
カ
ー
が
業
界

に
台
頭
し
、
専
門
店
が
街
道
筋
に
オ
ー

プ
ン
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
マ

ー
カ
ー
や
ラ
ン
プ
類
は
「
電
飾
パ
ー
ツ
」

と
呼
ば
れ
、
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
商

品
が
多
数
登
場
し
た
。
特
に
デ
コ
ト
ラ

が
大
ブ
ー
ム
で
、
国
内
の
景
気
も
上
向

き
な
’70
〜
’80
年
代
に
は
、
そ
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
多
彩
に
。
こ
の
頃
に
は
こ

れ
ら
マ
ー
カ
ー
を
点
滅
さ
せ
る
リ
レ
ー

機
が
登
場
。
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
さ

ら
に
熱
狂
的
な
も
の
に
な
っ
た
。

フェンダーランプフェンダーランプ
「TMオートアクセサリー」というメーカーからリリースされて「TMオートアクセサリー」というメーカーからリリースされて
いたフェンダーランプ。鉄製のメッキ仕上げで、前後にランプいたフェンダーランプ。鉄製のメッキ仕上げで、前後にランプ
が装備され、光る構造になっている。太田さんは箱入り（左が装備され、光る構造になっている。太田さんは箱入り（左
の青い箱）新品のフェンダーランプのほか、他メーカーでもの青い箱）新品のフェンダーランプのほか、他メーカーでも
作られていた同型品を所有している（右の茶色の箱）。作られていた同型品を所有している（右の茶色の箱）。

卵型ロケットマーカー卵型ロケットマーカー
文字どおり、卵型の形状が特徴文字どおり、卵型の形状が特徴
的なマーカー。左側の大型は的なマーカー。左側の大型は
縦9cm、横17cm。左の小型は縦9cm、横17cm。左の小型は
縦5cm、横11cm。中型サイズの縦5cm、横11cm。中型サイズの
マーカーもリリースされていた。マーカーもリリースされていた。

手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー

手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー

ト
ラ
ッ
ク
の
飾
り
が
多
く
作
ら
れ
て

ト
ラ
ッ
ク
の
飾
り
が
多
く
作
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
時
代
に
、バ
ス
の
ボ
デ
ィ

い
な
か
っ
た
時
代
に
、バ
ス
の
ボ
デ
ィ

を
架
装
し
て
い
た
工
場
が
手
作
り
で

を
架
装
し
て
い
た
工
場
が
手
作
り
で

制
作
し
て
い
た
と
い
う
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ー

制
作
し
て
い
た
と
い
う
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ー

カ
ー
。非
常
に
希
少
な
ア
イ
テ
ム
だ
。

カ
ー
。非
常
に
希
少
な
ア
イ
テ
ム
だ
。

星マーカー星マーカー
フラットタイプのレンズを持つ星型マーカー。フラットタイプのレンズを持つ星型マーカー。
写真のように多くのカラーが作られていたが、下段中央の写真のように多くのカラーが作られていたが、下段中央の
乳白色のレンズは非常に珍しいタイプだという。乳白色のレンズは非常に珍しいタイプだという。

オ
リ
モ　

菱
形
マ
ー
カ
ー

オ
リ
モ　

菱
形
マ
ー
カ
ー

オ
リ
モ
社
製
の
菱
形
マ
ー
カ
ー
。レ
ン
ズ

オ
リ
モ
社
製
の
菱
形
マ
ー
カ
ー
。レ
ン
ズ

内
の
中
央
と
左
右
に
刻
ま
れ
た
渦
巻

内
の
中
央
と
左
右
に
刻
ま
れ
た
渦
巻

き
状
の
７
つ
の
模
様
が
特
徴
的
。オ
リ

き
状
の
７
つ
の
模
様
が
特
徴
的
。オ
リ

モ
レ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
カ
ー
だ
。

モ
レ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
カ
ー
だ
。

手裏剣マーカー手裏剣マーカー
上下左右にエッジを立てた手裏剣のような形状の上下左右にエッジを立てた手裏剣のような形状の
マーカーランプ。こちらもさまざまなカラーがあったが、マーカーランプ。こちらもさまざまなカラーがあったが、
クリアタイプは特に希少だとのことだ。クリアタイプは特に希少だとのことだ。

皿付きマーカー皿付きマーカー
レンズに皿状のフレームが装着さレンズに皿状のフレームが装着さ
れたマーカー。シルバーの皿は写れたマーカー。シルバーの皿は写
真のプレスなしのほか、プレスが真のプレスなしのほか、プレスが
付けられていたものもあった。付けられていたものもあった。

卵型マーカー卵型マーカー
卵のような形状のサイドマー卵のような形状のサイドマー
カー。こちらも皿のような形状カー。こちらも皿のような形状
のフレームが付属されている。のフレームが付属されている。

コスモスマーカーコスモスマーカー
コスモスの花のようなレンコスモスの花のようなレン
ズの形状が華やかなマーズの形状が華やかなマー
カー。レンズを囲むフレーカー。レンズを囲むフレー
ムのボルト穴が3点になっムのボルト穴が3点になっ
ているタイプは、特に希少ているタイプは、特に希少
だといわれている。だといわれている。

ロ
ケ
ッ
ト
Ｊ
Ｙ
ラ
ン
プ

ロ
ケ
ッ
ト
Ｊ
Ｙ
ラ
ン
プ

ジ
ェッ
ト
イ
ノ
ウ
エ
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
型
ラ
ン

ジ
ェッ
ト
イ
ノ
ウ
エ
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
型
ラ
ン

プ
。写
真
の
青
の
ほ
か
、赤
、緑
、黄
色
、橙
の

プ
。写
真
の
青
の
ほ
か
、赤
、緑
、黄
色
、橙
の

マ
ー
カ
ー
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。

マ
ー
カ
ー
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。

キングマーカーキングマーカー
別名ナマズマーカー。映画『トラック野郎』に出演別名ナマズマーカー。映画『トラック野郎』に出演
したトラック（映出車）にも装着されていたパーツしたトラック（映出車）にも装着されていたパーツ
で、現在もなおトラッカーたちの人気を集め、多くで、現在もなおトラッカーたちの人気を集め、多く
のメーカーからリリースされている。写真の当時のメーカーからリリースされている。写真の当時
物キングマーカーは希少なアルミ製だ。物キングマーカーは希少なアルミ製だ。

提灯アンドン提灯アンドン
ジェットイノウエ製の提灯型アンドン。ジェットイノウエ製の提灯型アンドン。
縦65cm、横19cｍの特大サイズで、縦65cm、横19cｍの特大サイズで、
「T-13A」という品番が付けられてい「T-13A」という品番が付けられてい
た。このほか中型、小型の提灯アンドた。このほか中型、小型の提灯アンド
ンがラインナップされていた。ンがラインナップされていた。

絶版品がマニア心を刺激する

デ
コ
ト
ラ
フ
ァ
ン
に
限
ら
ず
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
な
ク
ル
マ
を
好
む
エ
ン
ス
ー
ジ
ア
ス
ト
は
、
そ
の
ク
ル
マ
が
新
車

だ
っ
た
当
時
の
パ
ー
ツ
や
カ
ー
グ
ッ
ズ
を
好
み
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
人
た
ち
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
ア
イ
テ

ム
は
ク
ル
マ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
「
当
時
物
」
と
呼
ば
れ
、
特
に
現
在
希
少
に
な
っ
て
い
る
パ
ー
ツ
は
そ

の
価
値
も
高
く
、
垂
涎
の
逸
品
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
当
時
物
パ
ー
ツ
を
数
多
く
収
集
す

る
ト
ラ
ッ
カ
ー
で
、
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
「
如
月
会
」
の
代
表
を
務
め
る
太
田
和
彦
氏
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
、
そ
の
ほ
ん
の
一部
の
貴
重
な
ア
イ
テ
ム
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
３
回
に
分
け
て
紹
介
し
よ
う
。

レ
ア
な
逸
品
ベ
ス
ト

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

当時物、

Vol.1

箱
入
り
、
取
説
付
き
の
新
品
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
は

い
ま
や
入
手
困
難
・
貴
重
な
お
宝
パ
ー
ツ
だ
!!

太田和彦さん
平成17年式キャンターに黄金キャ
ンターのグリルを移設したレトロ
アートの平ボディ（38ページにて
紹介）を駆り、建設資材を運ぶト
ラッカーにして、千葉県を拠点と
するアートクラブ「如月会」の会長

でもある太田さん。昭和カルチャーをこよなく愛する氏は大量の
当時物パーツを収集するだけでなく、ブリキ看板や円筒形の郵
便ポストなどの昭和のアイテムも多数コレクション。自宅のガレー
ジにはこれらが収蔵されており、またその敷地内には太田さん自
身が当時の建物を移築した「昭和の街並み」も造られている。
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